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院長 荒木敦

今回はこどもの発達のお話をしたいと思います。
皆さんはテレビアニメ「サザエさん」を一度はご覧に
なったことがあるでしょう。その中に出てくる「タラ
ちゃんとイクラちゃん」についてです。こどもの標準
的な発達の指標として、運動面では１歳前に伝い歩きをして、１歳半ごろま
でには１人で歩けるようになります。２歳になると小走りができて、ジャン
プも少しできます。言葉の面では、１歳半ごろまでには意味のある言葉「マ
ンマ、ママ、ネンネ」などが出て、２歳で「ワンワンきた」などの２語文が
話せるようになります。３歳では「て、に、を、は」の入った文章で話せる
子も出てきます。
イクラちゃんですが、おそらく２歳の設定で小走りができていますが、言
葉は「はいー」「バブー」「チャーン」のみです。言葉以外の理解はとても
良いので、おそらく言葉だけが少し遅いタイプだと思われます。タラちゃん
は３歳の設定で、「タマがいないです！」というように文章で話ができてい
ます。でも、一般的な３歳児は「です」とか「ます」のような丁寧語は使い
ません。そういう意味ではタラちゃんは少し個性的なのかもしれません。
このように、こどもの発達には一定の指標はありますが、それから外れて
いるからといって全て異常というわけでもありません。運動面、言葉、理解
度、性格などを総合的に見て判断することが大切です。一般的に男の子では
イクラちゃんのように言葉の発達が遅くて３歳を過ぎてから急に話し出すタ
イプの子が一定数見られます。また、言葉が出ていない子の中で、指さしを
しない、視線が合いにくいなどの症状がみられると、いわゆる「自閉スペク
トラム症」の可能性を考えて経過を観察する必要があります。
当院では、病児保育に来られた子でも、肺炎で入院した子でも、医師、看
護師、保育士、心理士その他全ての職員がその子の発達も評価して見守って
います。外来でももちろん診察をしながら発達面もみています。お母さんや
お父さんたちが安心して子育てできることが、こどもたちの発達に良い影響
を及ぼす可能性も充分あります。心配なことがあれば遠慮なく相談してみて
下さい。
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アリス病児保育室では、子どもの年齢に応じた玩具遊びや製作を行っています。
また、季節に応じたさまざまな行事も行っていますよ♪

製作 行事

子ども達に人気の製作です♪
お絵描きやシール貼りを楽しみながら
取り組んでいます。

お薬に関するお願い

≪乳児期≫ 《幼児期》 《学童期》

自由遊び

・オーボール
・歯固め
・知育玩具

《かき氷》 《ハンバーガーセット》

・おままごと
・トミカ
・プラレール

・オセロ
・トランプ
・人生ゲーム

病児保育を利用される時は処方されている薬、お薬手帳もしくは薬の指示書を
ご持参ください。
お薬手帳がアプリの場合は、入室時に薬の名前や内容確認をさせて
いただきます。

・こどもの日 ・クリスマス
・七夕 ・節分
・夏祭り ・ひな祭り
・ハロウィン

様々な行事を行っています♪


